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1. 研究課題名 
「テキストマイニングを用いた京都大学医学部附属病院がん相談支援センターにおける小児が

ん相談内容の分析」 

 

2. 倫理審査と実施許可 
京都大学大学院医学研究科・医学及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審査を受け、研究機関

の長の許可を受けて実施しています 

 

3. 研究代表機関および研究代表者 
京都大学医学部附属病院 看護部 看護管理室 副看護師長 川勝和子 

 

4. 医の倫理委員会承認番号 
R4448 

 

5. 研究期間 
研究機関の長の実施許可日から2025年3月31日まで。 

 

6. 研究計画の改定と医の倫理委員会承認時期 
2024年4月22日承認。 

 

7. 研究目的と意義 
本研究は、小児がんの子ども・家族から受けた相談内容を分析し、小児がん相談の現状と課題 

を明らかにすることです。 

小児がん相談の現状と課題を明らかにすることで、課題の対応策を検討することができ、小児が

ん相談対応の質の向上につながると考えます。 

 

8. 対象とする情報の取得時期 
情報（相談記録）については、2022年4月～2024年3月の2年間に京都大学医学部附属病院がん相 

談支援センターでご相談された小児がんの患者さん・ご家族。 

 

9. 情報の利用目的 
2022年4月～2024年3月の2年間に京大病院がん相談支援センターを相談のために利用された方 

で、相談記録の内容を研究に使用させていただきます。この研究への利用を望まれない方は以下の

連絡先「研究辞退のお申し出先」へご連絡ください。小児がんの子ども・家族の相談の現状と課題

を明らかにすることで、支援の在り方を見直すきっかけとなり、小児がん相談対応の質の向上につ

ながると考えます。 
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10. 研究の方法と提供する情報の項目 
情報はすでに保有されたものを利用し、新規に取得するものはございません。研究に使用する 

情報として、相談記録から以下の情報を抽出して使用させていただきます 

① 相談件数 
② 相談対応方法（電話相談、対面相談、e-mail相談） 
③ 相談時間 
④ 相談者の属性（年齢、性別、診断名） 
⑤ 相談内容 

 

11. 倫理面での配慮 個人情報保護の方法など 
この研究は、本研究は「ヘルシンキ宣言」、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫 

理指針」（令和３年3月23日文部科学省・厚生労働省・経済産業省）を守って行います。対象とな

る患者さんの個人情報は削除して、個人情報などが漏洩しないようプライバシーの保護には細心

の注意を払います。 

対象になられた患者さんの情報が研究に使用されることについてご了承いただけない場合には

研究対象としませんので、下記の連絡先までお申し出ください。この場合も診療など病院サービス

において患者さん・ご家族の皆様に不利益が生じることはありません。 

 

12. 結果の公表について 
この研究によって成果が得られた場合は、国内の学術集会・学術雑誌などで公表します。その 

際にも、ご提供いただいた方の個人情報が明らかになることはありません。 

 

13. 情報の管理について責任を有する者の氏名または名称 
京都大学医学部附属病院 看護部 看護管理室 川勝和子 

 

14. 問い合わせ先 
あなたの情報を提供されたくない場合は、以下までご連絡ください。 

過去に保存している情報の研究への利用の可否についてお伺いします。研究への利用の辞退を 

希望される場合には、患者さん・ご家族の情報を削除いたします。ただし、辞退のお申し出より前 

に研究に利用されすでに研究結果となった研究成果情報につきましては、削除することができま

せん。 

 

 研究に関する資料の入手・閲覧（他の研究対象者等の個人情報及び知的財産に支障がない範囲 

内）が可能です。希望される方も下記までご連絡ください。 

  

＜研究課題の問い合わせ＞ 

京都大学医学部附属病院 看護部 看護管理室 川勝和子 

〒606-8507 京都府京都市左京区聖護院川原町54  
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Tel:075-366-7505（がん相談支援センター） 

 

＜京都大学の相談等窓口＞ 

京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口 

            Tel:075-751-4748 

                        電子メール:ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

 

15. 研究資金・利益相反 
研究費として京都大学医学部附属病院看護部の看護部研究助成を用いて行います。利益相反に 

ついては、「京都大学利益相反ポリシー」「京都大学利益相反マネジメント規程」に従い、「京

都大学臨床研究利益相反審査委員会」において適切に審査いたします。 

 

16. 研究者からの一言 
相談内容を分析することは、小児がんの患者さん・ご家族のへの相談支援の質の向上につなが

り、大変重要なものと考えます。臨床研究へのご協力をぜひともお願いいたします。 

 

 


